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令和元年上半期火災概要

●　令和元年上半期（１月～６月）における火災の状況をみると、出火件数・焼損棟・死傷者・損害額に

　ついては減少、焼損面積については増加となっています。

●　出火件数は、前年の５９件から１８件減少の４１件となり、火災種別ごとにみると「建物火災」が３

　０件で１３件減少、「車両火災」が４件で同数、「船舶火災」、「航空機火災」は共に０件で、「その

　他火災」が７件で５件の減少となっています。

●　焼損床面積は、前年の５５１㎡から３９４㎡増加の９４５㎡、損害額は前年の４４，０８０千円から

　７，４３１千円減少の３６，６４９千円となっています。
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焼損床面積 損害額

建　物 車　両 船　舶 航空機 その他 （㎡） （千円）

中　央 9 8 1 398 3,661

小　田 6 5 1 43 3,287

大　庄 5 3 1 1 476 25,035

立　花 4 3 1 2 194

武　庫 6 3 1 2 23 3,048

園　田 11 8 1 2 3 1,424

合　計 41 30 4 0 0 7 945 36,649

●　死者は、２人（前年５人）で３人の減少、負傷者（３０日死者含む）は８人（前年１７人）で９人の

　減少となっています。

　件減少の４件で、火災総件数に対する上位３位までの占める割合は３９．０％となっています。

●　出火原因の１位は「たばこ」で、前年１２件から４件減の８件、２位は「ストーブ」と「電灯等配線

　」で同数となっています。ストーブは前年３件から１件増加の４件、「電灯等配線」は前年６件から２

●　各地区ごとの火災発生状況です。
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平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年

急 病 6,833 7,385 7,454 7,986 8,271 8,917 9,140 9,573 10,261 10,544

一 般 1,683 1,717 1,669 1,918 1,881 1,987 1,986 2,168 2,134 2,276

交 通 1,087 1,107 1,032 1,082 1,066 1,047 963 1,065 987 1,016

そ の 他 1,525 1,672 1,751 1,848 1,720 1,740 1,802 1,862 1,820 1,762

合 計 11,128 11,881 11,906 12,834 12,938 13,691 13,891 14,668 15,202 15,598

程度別

●　程度別をみると、軽症７,２４８人（前年６,９７３人）で２７５人（３.１０％）の増加、

　ます。

●　過去１０年間の上半期救急出動件数をみると、平成２２年以降毎年増加し、本年は過去最多

　中等症５,１２３人（前年５,２０７人）で８４人（１.６％）の減少、重症９９１人（前年９

　６７人）で２４人（２.５％）の増加、死亡１４２人（前年１４２人）で増減なしとなってい

令和元年上半期救急概要

過去１０年間の上半期救急出動件数の推移

　２件）で３９６件（２．６％）の増加となり、搬送人員は、１３，５０４人（前年１３，２８

　９人）で２１５人（１．６％）の増加となっています。１日平均は８６．２件（前年８４．０

　件）であり約１７分に１件の割合で救急隊が出動したことになります。

●　令和元年上半期（１月～６月）における救急出動件数は、１５，５９８件（前年１５，２０

　の出動件数となっています。
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事故種別

　順となっています。

●　事故種別をみると、急病が最も多く全体の６７．６％を占め、以下、一般負傷、交通事故の

●　年齢区分別をみると、高齢者が８，３９７人で最も多く、全体の６２．２％を占め、以下、

　　

　成人、乳幼児、少年、新生児の順となっています。
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令和元年上半期救助概要

●　本市の救助体制は、高度救助隊１隊、特別救助隊１隊、署救助隊２隊、水難救助隊１隊で
　計５隊の救助隊を配置しています。

●　救助工作車は２台を有し、市域の南部に１台、北部に１台を配置し、あらゆる災害におけ
　る救助体制の拡充、強化を図っています。

●　令和元年上半期の出動件数は２５７件（前年２７２件）で、出動隊数は４２２隊（前年４
　６２隊）となっており、種別ではその他の事故を除き、建物等による事故が最も多くなって
　います。

●　近年では、室内閉じ込め救助が増加しています。この室内閉じ込め救助とは、何らかの理
　由により、自力でドアを開けて外に出られなくなった又は室内に人がいると思われるが、安
　否の確認が出来ない状態のことであり、救助出動件数２５７件のうち１６１件（６２．６％）
　がこの室内閉じ込め救助出動となっています。
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